
東山会関東支部だより東山会関東支部だより

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
ロ
マ
ン
に
ふ
れ
る
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

濃
緑
の
グ
リ
ー
ン
を
囲
ん
で
和
気
藹
藹
の
「
ゴ
ル
フ
会
」

第
　
回 

関
東
支
部
総
会 

開
催

10

2018 年 3 月

名古屋大学東山会関東支部

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
毎
秋
11
月
こ
ろ
、
そ
の
時
々

の
旬
な
テ
ー
マ
に
関
係
す
る
東
山
会
会
員
の
方
に

ご
講
演
頂
き
、
普
段
は
聞
け
な
い
業
界
事
情
な
ど

専
門
性
の
高
い
お
話
を
聴
く
と
共
に
、
講
演
後
の

活
発
な
意
見
交
換
に
よ
っ
て
会
員
相
互
の
人
脈
と

知
見
を
拡
げ
る
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
で
11

回
目
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
も
機
械
屋
が
理

解
で
き
る
レ
ベ
ル
で
講
演
し
て
頂
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
好
奇
心
を
く
す
ぐ
る
テ
ー
マ
を
独
断
で

選
ん
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
奮
っ
て
の

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
講
演
録

は
関
東
支
部
のHP

（http://w
w
w
.higashiyam

akai.com
/

）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

（
担
当
・
百
瀬 

S
57
卒 

八
田 

S
58
卒 

小
南
H
2
卒
）

伊
吹
お
ろ
し
の
会
は
、
年

４
回
１
月
４
月
７
月
10
月

の
第
３
土
曜
日
に
学
士
会

館
で
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
古
き
佳
き
時
代
に
想
い
を
馳
せ
、

旧
制
八
高
卒
業
の
大
先
輩
か
ら
直
々
に
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

寮
歌
を
歌
い
継
い
で
い
ま
す
。
又
全
国
か
ら
旧
制
高
校
O
B
ら

が
集
う
「
中
央
寮
歌
祭
」
に
も
毎
年
会
員
総
出
で
参
加
し
て
い

ま
す
。（
写
真
・
17         

中
央
寮
歌
会
の
様
子
）（
担
当
・
棚
田
H
01
卒
）

第十回総会にて 松尾総長（全席中央）と共に（２０１７年５月１３日 学士会館にて）

歌
い
継
ぐ
「
寮
歌
」

関
東
支
部
で
は
、
毎
年
５
月
に
総
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
総
会
で
は
、
名
大
に
縁
の
あ
る

著
名
人
に
よ
る
特
別
講
演
と
世
代
を
超
え
た
同
窓
生
の
交
流
の
た
め
懇
親
会
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
17
年
度
は
、
松
尾
名
大
総
長
に
「
名
古
屋
大
学
の
現
状
と
未
来̶

Ｎ
Ｕ　

Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ

２
０
２
０̶

」
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

毎
年
二
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
春
は
平
日
開
催
で
松
本
幹
事
、 

秋

は
林
幹
事
で
現
役
会
員
も
参
加
し
や
す
い
土
日
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
毎
回
楽
し
い
ゴ
ル
フ
で
同
窓
の
輪
を
築
い
て
い
ま
す
。

ど
し
ど
し
参
加
く
だ
さ
い
。（
担
当
・
松
本
S
42
卒 

林
S
54
卒
）



い
く
つ
に
な
っ
て
も
ワ
ク
ワ
ク
の

「
企
業
見
学
会
」
東
山
会
関
東
支
部

「
観
桜
会
」

東
山
会
関
東
支
部

「
観
菊
会
」

初
心
者
歓
迎
！

東
山
関
東

囲
碁
同
好
会

写真：H29.12 .3 の第 120 回月例囲碁練成会、その後の忘年会

懸崖作り花壇

天皇家の菊のご紋章一文字
菊花壇

二
〇
〇
一
年
に

ス
タ
ー
ト
し
た

家
電
リ
サ
イ
ク

ル
法
に
よ
り
エ

ア
コ
ン
、
冷
蔵

庫
、
テ
レ
ビ
、

洗
濯
機
の
家
電

４
品
目
が
対
象

と
な
っ
た
。
現

在
の
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
再
商
品
化
率
（
引
き

取
ら
れ
た
使
用
済
み
家
電
か
ら
部
品
や
材
料
を

分
け
、
新
し
い
製
品
の
部
品
や
原
材
料
と
し
て

再
利
用
す
る
か
、供
給
で
き
る
割
合
）
は
八
五
％

以
上
と
な
っ
て
お
り
、
二
〇
〇
一
年
ス
タ
ー
ト

当
初
か
ら
二
〇
％
以
上
改
善
さ
れ
て
い
る
状
況

に
驚
く
ば
か
り
で
す
。
人
手
に
よ
る
分
解
作
業

と
粉
砕
・
分
別
処
理
シ
ス
テ
ム
の
技
術
開
発
に

よ
っ
て
、
鉄
・
ス
テ
ン
レ
ス
・
銅
・
ア
ル
ミ
・

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
・
フ
ロ
ン
を
回
収
し
、
高
い
再

資
源
化
率
を
実
現
し
て
い
る
現
状
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
見
学
会
と
な
っ
た
。

見
学
先
・
㈱
ハ
イ
パ
ー
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
ズ

（
H
C
S
）
本
社
工
場
／
実
施
日
・
平
成
2
9
年

八
月
十
九
日
（
土
）

（
担
当
・
前
田
S
52
卒
、
藤
田
敬
S
59
卒
）

新
宿
御
苑
に
は
、
江
戸
時
代
に

大
名
や
庶
民
に
愛
さ
れ
た
お
江

戸
の
桜
の
後
継
樹
が
沢
山
残
っ

て
い
ま
す
。
戦
前
は
、
天
皇
陛

下
の 

観
桜
会
が
開
か
れ
た
た

め
、
全
国
か
ら
桜
の
品
種
が
集

め
ら
れ
二
百
品
種
を
越
え
る
桜

三
千
本
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し

た
。 

戦
時
中
に
米
軍
の
焼
夷
弾

に
よ
っ
て
消
失
し
た
り
、
薪
と

し
て
都
民
の
燃
料
に
供
さ
れ
て

多
く
を
失
い
ま
し
た
。
戦
後
国

民
公
園
と
し
て
開
放 

さ
れ
、

植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
多

く
の
桜
が
老
齢
化
し
、
現
在
は

約
70
品
種
千
本
の
桜
が
入
園
者

の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。 

戦
後
は
、
内
閣
総
理
大
臣

が
主
催
す
る
「
桜
を
観
る
会
」

が
八
重
桜
の
一
葉
が
開
花
す
る

４
月
の
中
旬
に
開
催
さ
れ
ま

す
。 

世
話
人
の
坂
巻
・
石
原
は
、

新
宿
御
苑
の
桜
守
を
ボ
ラ
ン
テ

イ
ア
で
行
っ
て
お
り
、
桜
の
後

継
樹
を
作
成
し
、
苑
内
の
消
失

す
る
桜
の
補
植
活
動
に
従
事
し

て
い
ま
す
。
桜
守
の
活
動
か
ら

学
ん
だ
知
識
を
も
と
に
苑
内
の

桜
の
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド 

を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。 

新
宿
御
苑

の
作
庭
思
想
や
日
本
に 

初
め
て
輸

入
さ
れ
た
歴
史
的
遺
産
の
樹
木
の

現
物
の
確
認
を
し
な
が
ら
、
桜
の

祖
先
の
話
か
ら
、
野
生
種
と
里
桜 

が
誕
生
し
て
き
た
話
を
聴
き
な
が

ら 

苑
内
を
散
策
し
ま
す
。
桜
の
見

物
の
後
は
、
懇
親
会
を
し
て 

解
散

は
午
後
二
時
頃
に
な
り
ま
す
。 

皇
室
縁
の
菊
花
壇
展
が
、

毎
年
十
一
月
一
日
〜
十
五

日
ま
で
新
宿
御
苑
で
開

催
さ
れ
る
。
戦
前
は
、

天
皇
陛
下
が
観
菊
会 

を
行
っ
た
栽
培
の
飾
り
付
け
を
そ

の
ま
ま
見
学
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
回
遊
式
の
本
庭
園

に
七
箇
所
の
展
示
場
が
設
定
さ
れ
、
緑
の
芝
生
の
中
の
露

地
花
壇
が
二
箇
所
あ
り
ま
す
。 

各
展
示
場
の
飾
り
方
に
は

厳
し
い
ル
ー
ル
が
あ
り
、
そ
の
ル
ー
ル
に
則
っ
て
菊
が
栽

培
さ
れ
、
展
示
場
に
植
え
つ
け
ら
れ
て
居
ま
す
。
そ
の
舞

台
裏
や
栽
培
の
苦
労
話
を
聞
き
な
が
ら
、
天
皇
陛
下
に

な
っ
た
気
分
で
菊
を
観
て
回
り
ま
す
。 

天
皇
家
の
ご
紋
章

の
一
文
字
菊
の
実
物
は
、
一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。 

一

本
の
苗
か
ら
七
〇
〇
輪
の
花
を
同
時
に
咲
か
せ
て
い
る
大

つ
く
り
菊
は
、
世
界
で
新
宿
御
苑
し
か
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

菊
花
壇
の
展
示
の
鑑
賞
と
合
わ
せ
て
秋
の
新
宿
御
苑
の
見

所
の
案
内
を
い
た
し
ま
す
。 

終
了
後
は
、
近
く
の
レ
ス
ト

ラ
ン
で
懇
親
会
を
い
た
し
ま
す
。 （
担
当
・
石
原
隆
昌

090-3689-1728 　

坂
巻
資
敏090-2483-1012

）

毎
月
第
一
日
曜
日
の
十
二
時

半
〜
十
七
時
、
学
士
会
館

4
F
の
囲
碁
サ
ロ
ン
で
、
定

例
月
例
囲
碁
練
成
会
を
開
催

し
、
終
了
後
は
軽
く
一
献
や

り
な
が
ら
情
報
交
換
し
て
い

ま
す
。
囲
碁
は
ボ
ケ
防
止
に

は
最
も
適
し
た
趣
味
だ
そ
う

で
す
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
下
記
へ

ご
連
絡
下
さ
い
。

（担当：藤田訓弘 TEL：090-4733 -4698）

開催時期  ４月中旬の土日  開催場所   新宿御苑  集合場所  新宿門前  集合時間  午前１０時

募集人数 　　  ２０名 　　　会費 　　　　入場料 200 円　　懇親会費 2,000 円前後

開催時期  １１月１０日前後の土日  開催場所   新宿御苑  集合場所  新宿門前  集合時間  午前１０時

募集人数 　　  ２０名 　　　会費 　　　　入場料 200 円　　懇親会費 2,000 円前後

東山会関東支部「観桜会」東山会関東支部「観菊会」


